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10. 棄割強藍荘子ё確畔り
■1. 若松張子 (赤ペコ)
織豊期、会津若松に転封された蒲生氏郷が京都から職

途色誓えぁ裸絡豊菅吉士ミ箸

'畠

轟あ望き為留擦彦宗雪
たが、戦後はこの車が省略されるようになった。

12. 三春張子 (羊)
江戸冊勢t中期に、三春藩主が農開期の副業奨励のため
に江戸の人形師を連れてきて、張り抜き人形製作の技
法を農民に習得させたのが始まり。現在では数軒が伝
統を守り製作を続けている。

銅 勝

<毒耕≫

3。  弘前の馬の首

等 勝

4. チャグチャグ馬っ子
江戸噛 藩主南部候が馬産を奨励し、優良馬産出の
家では、端辞の節句の日に愛馬に多くの鈴をつけ、蒼
前神社 (盛岡市郊外)に参議した。その時、馬の首の
鈴がチャグチャグとなるところからこの名が付き、昭
和初嘲にこの馬の姿を璃 ヒした。

韓 孵

5.6。  本下駒
昔、陸奥国分寺 (仙台市)の境内で馬市が開かれ、良
馬を選んで京の朝廷に献上する行事があった。それを
かたどっ溜醜 で、江戸露謝くに馬商人がこれを作っ
て売ったという。同寺の節向祭り (旧 3月 3日 )に参
道の露店で売られる。日本三駒の一つ。

7. こま

8. 鳴子こけし
こけしは芽引と汽

古くから小千谷近郊の二十村で行なわれてきた牛の角
突き (闘牛)行事にちなんで作られた。毎年 7月、こ
の関牛がある季節には、闘牛の晴れ姿を表したホ牛を
子を〔に与えたという。農家の季節的手づくりで入手は子供に与えたという。
困難だったが、現注で

くりで入手は
の関牛がある季節には、闘牛の晴れ姿を表した本牛を
子供に与えたという。農家の季節的手づくりで入手は
困難だったが、現座ではホエ業者が製作。

13. 二十村のホ牛寸対の
/」 千ヽ谷

球飯2尋簸斤髪鞘蝕駆
子こけしである。首がはめ込み式になっ

ロクロで挽いた本製人形であるが、中でも代表的地位
にあるのが鳴子こけしである。首がはめ込み式になっ
ていて、キイキイ鳴るのが特色c
ににあるの力W罵肝こけしである。再
ていて、キイキイ鳴るのが特色。

制 勝

14～ 16. 福原のわら馬
桐原地方 (長野市)は、普名馬の産地として知られ、

身線衰越再勤聴義露:羅E構ユ響
豊作や子供の無病息災を祈った。現在は地元の保存会
によって作られている。

<愛知県>

が、―
・は姿を消している。

<富山県>

■8. すくい人形
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重輔娠塾翻 竜詳tttB簸緊おかめの供奏塔がある。おかめは、ミスをした夫を助
けたが、その秘密を守るために棟上げ式を前に自殺し苺

20. 草沖張子 (ピンピン鋼)
草津地方で江戸口繁くから作られた。この地方では、子
供が生まれると、疱着よけのまじないとして、赤い張
子を贈る風習があり、ピンピン鋼は、もっぽら女児に
贈られた。昭和初期、ピンピン鯛は姿を消した。

21. 同吉神社の守猿
大津市坂本日吉神社では、例祭 (4月 14日 )で村噴が大津市長ヽ日吉神社では、セ
みこしの供をするならわし。この神猿を形どったもの

「まさる」といって、開
みこしの供をするなら
で、魔よけの猿とされ、また
運のしるしにもされた。

釜 蛉

22. 信貴ば競面
信貴山の朝護孫子寺は、聖徳太子の建立とも、平安時
代に醍醐天皇の命で建立されたとも伝える。本尊は、
仏教から仏を守る毘沙門天 (多聞天)で、南北朝]鞘t
の南朝方の武将、れ歯正成は、盈がこの寺にこもってどL
まれたといい、幼名を多聞という。

23.
24.

盛えたが、大正時代から衰退した。

25。  子安地蔵絵馬
東大寺念仏堂の子安地蔵に奉納されている絵馬。子安
地蔵は、安産や子授け、子育てなどを祈願する民間信
仰の対象として全国に分布している。

26。  長谷寺絵應
昔は入浴嫌いの子供がとても多く、親にとっては頭痛
の種で、入浴嫌いが冶るようにと母子入浴図を絵馬に
描いて奉納した。こうした形の絵馬を小絵馬といい、

麗 馴 簾 難 穆 寵ダ
多く、描法も略筆なが櫻

爺 紛

27.  llS毘沙円の虎面
毘沙岡堂から節分に授与される張子の面。丸顔てユー

琵曇拿む控扮陥 奮舌;F稲需控君留蓮爾 再
になるといわれた。

28. 嵯厳面 (烏天狗)
29. 嵯競面 (赤鬼面)

30.

4.夫は妻の似顔絵を書いた御幣を掲げたという伝承

陥法gI磯籍 験送余鍮輸 即
31. 翔 蜘

韓評鞠憚
されていた。昭和45年の節分から復活されている。

(中 )

彼 51ムdレ)
伏 日寺の牛)
感&翠j撃静)

32.
33.
34.
35.
36.

巽麟籟三離
銚露議事零手路E鬱咎髯こ節盤

鋲猛B営継 負斐πttF。
瑠贈鈍lkkよけに
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37. 嵯殻愛宕人形硯
愛宕神社の社前で昭和初年まで土産として売られてい

森ス弱≧客ピとを書醤森勇豊ことぞ警塾然ぞ壽盈苦賀
38. 三宅八幡はと笛

39. 鰻嚇

ξ挺 覇 爾 鵜 ξ琴牲 載 墓 疑
婦、三尾の絵馬が親子を表わしている。この神社は安
産の神として信仰され、妊娠すると安産の願をかけ、
子供が生まれると絵馬を奉納する風習がある。

φ

(騨 )
(福うさぎ)
(チ語i)
1鯛

40.
4■ .
42.
43.
江戸時代末期から、天王寺をはじめ大阪の市中で作ら
れた。相撲人形、天神、振槌など約六十

‐MRあ り、品
質もよく、各地の張子に影響を与えたが、終戦までに
ほとんど姿を消した。

44. 富田土鈴

5. 住吉の土人形 傲 み猿)
6. 住吉の土人形 (雷 )
7. 1と吉の土)団多餌議囀動
8. 佐吉の土人形 (子守)
9. 住吉の土人形 僅郎霊さん)
0. 佐吉の土人形 (鰻頭喰)
1. 住吉の土人形 (青面金田)
2. 住吉の土人形 (たいの香合)
江戸時代に伏見人形の流れをくむ土人形として住吉大
社門前て始められた。今では廃絶し、堺土人形、伏見
人形として伝えられる。金銭や性など現世利益を願う
俗信と結びついたものが多い。このうち「種貸さん」
は、大社の末社、苗見神社にちなみ巫女が赤ん坊を抱
ぃたもの。子宝の種を貸すことからこの名がある。な
お、香合とは香料をいれる容器のこと。

53. 佐吉の貝合わせ
貝合わせは、平安時代末期から始まった遊び。360
個のはまぐりを数人が分けて持ち、一枚を床に並べ、
もう一枚を順番に出して対になる貝を探した。合わせ
やすいように、貝に絵を書いたり、和歌の上の句と下
の旬を書いた。この貝には「住よしの 松のみどりの
千代かけて むすとざえにしの おもと人形」という和
歌がか力れている。

韓 勝

54. 姫路張子 (鞠
55. 姫路張子 (半面、畑
56。  姫路張子 (半面、さむらい)

饉解郁二勢ぞ甲
62. 長岡神社のはじき狭
下のも,さネを弾くと猿が飛びあがるおもちゃで、「は
じききる」という語呂が災厄を弾き去るに通じる。長

留l場評鞘勢慧謝麗?げ驚矮規8癌鞠 撃巽は£
′ていたが、長田神社ではR習和初めに廃絶した。

63. ■tH瑚
氷上町稲畑で作られている土人形で弘化3年 (184
6)赤井若太郎忠常が始めた。明治時代が最盛期で、
7～ 8軒が作っていたが、現在は赤井家のみである。
良質の土を使っているため軽く、手足などの突起部分
を少なくし形を単純化しているという特徴がある。

φ

64. 流しびな
流しびなは室町時代から伝わるといわれ、音は全国に
あったが今は鳥取地方が代表である。旧暦のひな卸句
のあと、サン後、オシキなどに夫婦びな、あられ、ひ
しもち、桃の小枝をのせ、もろもろの災厄を負わせて
川に流す、いわば厄落としの風習である。

φ

65. 出雲張子の虎
古くから出雲地方で魔除けとして飾られる色彩の幸や
かな張子の虎で、松江の本彫りの名工珀 II亀斎の原型
から、り〕治11年 (1878)張 子の首振り虎に改め
た。尾は取り外しができる。昭和37年の年賀切手図
案に採用された。

66.67。 松江のあれさま

急辮 望2期:醗瀧翻羅蟹秘啓姦室農蒜緋
の内職となったという。ひなさん、紙びなさんとも呼
ばれた。松江中学に赴任した英国人ラフカディオ・ハ

ー 3-
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兵鋤 纏 上解 銘 署比なテ籟 蚤
お下げ、桃割れの髪形の三種類をす組とし、市内唯一
の製作者乃ウト泉八雲記念館などで販売している。

φ

68.
磁
である。
いをこめ、また
とりつけて奉納した。

69。  トラヘイ馬
吉備高原の庄原市で小正月に用いられる馬。若者たち
が、わら馬を各家に届け「トラヘイ、 トラヘイ」と声

霙鞠縁盤晩発範ことこ策
ど見られなくなった。

70。  亀持人形

φ

71. 騨
72. 鯨麟
輔鯨の中心地にとS、さわしく、もと室戸の漁師が出漁か
らの帰途にわが子の土産に作ったのが始まりという。
鯨車は四輪の台の上にくじらが乗っており、鯨舟は捕
鯨大漁の祝いのため飾りつけた鯨舟の面影を模したも
のである。

纂

<福岡県>

75. 太宰府の慶除け鈴
寺社の授与鈴は、昭和の初期に全国的なプームになっ
た。寺社の縁起などと結び付いて、魔よけの土鈴とし
て売られるようになった。太宰府天満宮は、平安時代
に右大臣で陰謀のために地位を奪われた菅原道真をま
つる。

76. 英彦山のガラガラ土鈴
英彦山 (ひこさん)の権現を勧請した時、土中から古
鈴が見つかったという縁起にちなむ。魔除けになると
門日につるす風習があった。素朴でかつ洒脱な作風で
全国の土鈴の中でも秀―の作品。

ぐ 勝

77. 鎌囀 ぶき

鰯 電話穀業嚇
りの時に布で乳形を作り、板に

爺 勝

78。 人吉のきじ車

電難舞諄阜等握鞠

80.日奈久温泉の板ずもう

豊鰯 な:::勇蔦農甚4望身を會含争写
81.  字上張子 (面ぶ り)
82.  字」靖 υuJ車 )
江戸時代に始まるとも言われ、また明治20年頃広島

狐面生々 ぎヽったり取ったりする。「人力車Jは明治時
イくの習俗を表現している。

83. のご
佐
た。
い 、

用として蜘 し
ったといわれ、雨乞

年中行事の「面浮立」を題
の初年に売り出される稲荷
の一つ、兎鈴は昭和38年

鍮練辮

(出品目錫議鉾者)
大国正美 (研究員)川 口さつき (主事)
道谷 卓 (調匿員)西 村 敦 (事務局員)
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で
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ら
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こ
内
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ば

`iヨどを手1線∴F藝尋
た。鯨のだんじり

鈴%術維遍
「鯨ンしよひき」と呼

74. 松 ll配鵡ム形
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